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■研究タイトル 

   ALMA で解明する原始惑星系円盤構造と惑星形成過程 

 

■研究概要 

  ALMA 望遠鏡の高空間分解能観測（0.1 秒程度かそれ以下の分解能）を用い、 

  原始惑星系円盤の詳細構造の観測を行う。それらの観測から、円盤における 

  ガスやダストの分布を明らかにする。また、原始惑星系円盤における力学的 

  過程を考えることで、現実的な原始惑星系円盤においてどのようなことが起 

  こっているのか、その物理過程を明らかにする。他の波長の観測なども組み 

  合わせることで、原始惑星系円盤の姿を明らかにし、そこで起こる（あるい 

  は、すでに起こっている）惑星形成の過程に関する知見を、実際の観測に基 

  づいて深めていく。 

 

  


